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○ 円山川は、その源を兵庫県朝来市生野町円山（標高640m）に発し、途中、稲葉川・出石川・奈佐川等を合流し日本
海に注ぐ、流域面積約1,300km2、幹川流路延長約68km、流域内人口約14万人の一級河川です。

○ 流域は、兵庫県の豊岡市、養父市、朝来市の3市で構成されています。人口・資産は、直轄管理区間中流部の豊岡
市街地に集中しており、但馬地方における社会・経済・文化の中枢をなしています。

○ 下流域は、「円山川下流域・周辺水田」としてラムサール条約湿地に登録されており、国指定特別天然記念物のコ
ウノトリの野生復帰に向けた取り組みが進められています。
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１．円山川流域の概要：兵庫県北部を流れる円山川 3
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＜平成17年11月：円山川水系自然再生計画策定（国土交通省・兵庫県）＞

◇湿地、山裾の保全・再生
◇河川と水田と水路と山裾の連続性の確保
◇良好な自然環境の保全・再生・創出

“コウノトリと人が共生する環境の再生を目指して”をテーマに以下の目標を設定

＜流域における自然再生の目標＞

◇特徴的な自然環境の保全・再生・創出
◇湿地環境の再生・創出
◇水生生物の生態を考慮した河川の連続性確保
◇人と河川との関わりの保全・再生・創出

＜河川における自然再生の目標＞

～ エコロジカルネットワークの保全・再生・創出 ～
（生態系ネットワーク）

コウノトリを頂点とした生態系ピラミッドを
維持できる多様な環境を再生

①特徴的な自然環境の

保全・再生・創出

ヨシ原・干潟の保全（下鶴井地区）

②湿地環境の再生・創出

縦断的に連続した湿地環境の創出
（野上地区）

③水生生物の生態を考慮した

河川の連続性確保

魚道整備（八代水門） 川で遊ぶ子供たち

④人と河川との関わりの

保全・再生・創出

① 自然再生計画
１．円山川流域の概要：自然再生計画 4

本日は、自然再生の目標のうち「②湿地環境の再生・創出」の一環で整備した加陽湿地について
発表させていただきます。⇒ 
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提供：富士光芸社

２．加陽湿地の概要：目指すべき姿 6

1960年頃の出石川



◆完成イメージ

1947年

2002年

1901年頃

◆加陽地区の変遷

三木川

多様な流れを生み出すた
めに、川をゆるやかに蛇行
させています。

開放型湿地

出石川とつながっているので、魚や底生動物が
川と湿地を行き来できる湿地です。魚が隠れたり、
休んだり、卵を産んだりできる環境となることを目
指しています。

川はくねくねと曲がりくねっており、そ
の周りには湿地もありました。

川の水の流れをよくするために、川
は直線化されましたが、かつての
川の跡はまだ見られ、湿地も残っ
ていました。

その後、湿地は田んぼへと姿を変
えました。
近年は休耕田となっていました。

みつぎ

閉鎖型湿地

一年中水がたまった田ん
ぼ・池のような湿地です。多
くの生き物が生息・生育す
ることを目指しています。

上池
山裾から湧き出る水を
引き込んだ湿地です。
ビオトープ水田のような
場所をイメージしていま
す。

下池
普段は三木川の水を引
き入れて湿地に水をた
めます。三木川と湿地を
つなぐ水路では、水とと
もに魚も出入りすること
ができます。

2005年からは、休耕田の
一部で、地元の方によるビ
オトープ活動が行われてい
ました。

ここに
湿地を再び・・・

1960年頃の出石川

提供：富士光芸社

２．加陽湿地の概要：コンセプト１ 7

事業期間：2007年度～2017年度
湿地面積：約7ha
河川区域内の水田跡地を利用して、湿地を再生を実施しました。



死水域境界線

樹林環境

乾性草本群落

草地環境

閉鎖型湿地の設置
【ビオトープ水田の代替】

開放型湿地の設置
【魚類の再生産の場】

水深の深い水域
【魚類の隠れ場】

多様な流れのある河川環境（三木川）
【二枚貝等の生息の場】

湿地の基盤高、用水の自然補給を考慮し、近隣の山林との連続性など、加陽地区の自然環境（生態系）
が成立するように設定しました。

２．加陽湿地の概要：コンセプト２ 8



２．加陽湿地の概要：施設配置 9

・開放型湿地２カ所
・閉鎖型湿地２カ所



2024年4月撮影

五条大橋

五条大橋

２．加陽湿地の概要：整備前と現在の状況 10

2009年頃撮影

整備前
現在の状況
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７．施工完了後維持管理

６．改良

５．モニタリング調査

４．施工

３．設計

３．加陽湿地の地域との関わり：湿地再生の流れ 12

地元地区とも連携した「出石川加陽地区湿地再生パートナー協議会」と整備計画や維持管理あり方を検
討しました。また、順応的管理の方法を用いて、整備完了した箇所からモニタリング調査を行い湿地環境
を必要に応じて改良しながら整備を進めました。

問診型モニタリング
(環境学習)

モニタリング結果の
フィードバック

＜現状の課題＞

＜改良の検討＞

１．調査 ２．計画 ①地域と連携した
計画検討

②地域と連携した
改良検討

④地域と連携した
維持管理

③地域と連携した
モニタリング調査

（環境学習）



かつての原風景に見られたような人とコウノトリと牛が共生できる良好な湿地環境を再生することを目
指し、国、県、市、学識経験者及び地元とのパートナーシップで維持管理を含め、具体的な計画を検討し
ました。

第1回協議会（H19.09.25）

第2回協議会（H19.10.30）

第3回協議会（H20.02.21）

○ 計画案の検討

○ 維持管理の役割分担案の作成

３．加陽湿地の地域との関わり：計画検討【パートナー協議会】 13

出石川加陽地区湿地再生パートナー協議会の設立

学識経験者

【技術的アドバイス】

協力
意見交換

協力
意見交換

協力
意見交換

行政
地方自治体

・豊岡市
・兵庫県

【管理責任者】

河川管理者
・国土交通省

【基盤整備】

湿地利用者

地元代表者

【管理主体】



第1回 ワーキング（H25.10.11）

 地元要望・湿地の目標の確認

第2回 ワーキング（H25.10.18）

 整備方針の確認

第3回 ワーキング（H25.10.25）

 整備内容の提案・確認

モニタリング結果と現地視察より施工後の課題が確認されました。
① 各湿地ごとの細かな整備方針が未定
② 閉鎖型湿地の水深が深く、カワウの餌場となる
③ 湿地の余水吐と三木川との間に落差がある
④ 閉鎖型湿地（上池）の水位調節ができない
⑤ 緩傾斜化した法面は外来植物が多く繁茂 など

技術部会の中では時間等の関係で十分に

内容が検討できないため、主な技術部会委員、
地元代表者等で構成するワーキングを設置し
改善方針を検討しました。

メンバー 所属等

技術部会 委員
(8名)

円山川水系自然再生協議会

地元住民代表
加陽地区、上流域での河川
利用者

コウノトリ共生課 豊岡市

河川管理者 豊岡河川国道事務所

ワーキングの状況

３．加陽湿地の地域との関わり：改善方針の検討【ワーキング】 14



表-1 加陽湿地の整備方針と期待する機能

施設 整備方針 期待する機能
生息・生育が想定・期待される種と必要な環境

動物 必要な環境条件

①閉鎖型
湿地

水田環境や池環境
による多様な生物の
生息環境

・カエル、トンボ等の
生息、繁殖環境

・魚類の生息環境
（遡上による生息）

・トノサマガエル
・メダカ
・ドジョウ
・コイ
・フナ類（産卵）
・ナマズ（産卵）
・タモロコ
・バッタ類
など

【植生】
・背丈の低い水際植物（ミゾソバ等）
・背丈の高い水際植物（ヨシ・ガマ

等）
・背丈の低い陸域の植物（チガヤ

等）

②開放型
湿地

魚類の再生産の場

・魚類の産卵
・稚魚の生息場所
・魚類の出水時の避

難場所

・コイ
・フナ類
・ナマズ
・カマツカ
など

【植生】
・背丈の低い水際植物（ヤナギタデ

等）
・背丈の高い水際植物（ヨシ・ガマ

等）
・背丈の高い陸域の植物（オギ等）

③三木川 魚類の移動経路
・魚類の移動経路、

供給源
- ・移動が可能な堰等の施設

④土砂溜
め

湿地内への土砂堆
積抑制

出水時の土砂の捕
捉

- -

２．加陽湿地の整備方針３．加陽湿地の地域との関わり：整備方針 15

③三木川

①閉鎖型湿地(下流)

①閉鎖型湿地(上流)

②開放型湿地(上流)

出石川

②開放型湿地（上流）

①閉鎖型湿
地（上流）

①閉鎖型
湿地（下

流）

③三木川

②開放型湿
地（下流）

④土砂溜め

②開放型湿地(下流)
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280 1,220

三木川
（7種87個体）

閉鎖型湿地（上流・下流）
（11種82個体）

開放型湿地（下流）
（13種1,607個体）

出石川
（11種421個体）

出石川では見られない「流れの緩やかな水域に生息する魚類」等を湿地で確認
また、生息数を減らしている種についても確認された。

地域の小学校による
モニタリング調査
（環境学習）

調査箇所図

調査メモ↑

３．加陽湿地の地域との関わり：整備効果 16



加陽湿地では隣接した豊岡市による施設が整備されており、様々な活動
の拠点や地域住民の集いの場となっています。

交流館全景

多目的室

多目的広場

湿地

３．加陽湿地の地域との関わり：豊岡市による施設整備 17

開放型湿地

開放型湿地

赤色の範囲が豊岡市の
施設

閉鎖型湿地

閉鎖型湿地

加陽水辺公園
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地元・自治体との維持管理について協議を進め、地域と連携した維持管理を実施しています。

やってみて、より良いやり方に変えていく

４．維持管理・利活用：地域連携１ 19



:河川管理者管理 :市、地元管理

甲：河川管理者

管理協定を締結

乙：豊岡市

地元住民による除草作業

甲：出水等被災に伴う機能復旧
乙：日常点検、除草、清掃、簡易な補修

４．維持管理・利活用：地域連携 20

管理区分は管理協定に基づき、管理区域を設定し、除草や機能復旧のための補修など豊岡国道事務所
と豊岡市が協力して、維持管理を行っています。



２０１８年２月 河川協力団体指定授与式授与式 活動状況

加陽湿地で活動をされている「加陽地区づくり委員会」が豊岡初の河川協力団体に指定されました。
外来植物・外来生物の駆除、「加陽湿地まつり」のイベントや地元小学生等の環境学習にも取り組ま
れ、コウノトリが舞い降りる湿地の再生につなげる活動しています。

セイダカアワダチソウの駆除

アメリカザリガニの駆除

河川管理者の管理区分を、河川協力団体と連携して維持管理を実施していく。

４．維持管理・利活用：河川協力団体 21



オオカナダモの駆除作業 外来生物駆除作業

ビオトープの整備作業

豊岡市と協定を締結している企業によるCSR活動により、湿地内の土砂撤去・除草作業・外来生物の駆
除などを実施しています。
2017年から現在まで継続的に実施されています。

４．維持管理・利活用：企業によるCSR活動 22



2014年度より地元主催、市・国共催で「加陽湿地まつり」が毎年開催されています。
（コロナ禍の2018～2022年は除く）

加陽湿地まつり

災害対策車の展示

湿地や生物のパネル展示

円山川の植物を使った工作体験

４．維持管理・利活用：加陽湿地まつり 23



定置網の回収 捕獲状況の整理

環境学習の一環として、中筋小５年生と魚類調査を毎年実施しています。（問診型モニタリング）
調査結果は、開放型湿地・閉鎖形湿地の効果・機能検証データとして活用しています。
昆虫採取、川歩き体験を実施し、自然との親しみの場として加陽湿地全体を活用しています。

川歩き体験

昆虫採取体験 加陽水辺交流館での学習会

４．維持管理・利活用：環境学習 24

事前学習



円山川に自生していた「フジバカマ」を保全し、リスク分散のため加陽湿地に移植を行いました。
学識経験者の指導の下、地元と連携して移植し、保護活動を実施しています。
保全しているフジバカマの開花に合わせアサギマダラの飛来が毎年確認されており、地元主催の観察会
が行われています。

４．維持管理・利活用：フジバカマ保全活動 25
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３．加陽湿地の地域との関わり
４．維持管理・利活用
５. おわりに



【来日山から見た円山川】平成26年10

５．おわりに 27

ご清聴ありがとうございました。
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